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Ⅰ 栃木市教育委員会の
主な取り組み

1 食物アレルギー対応マニュアル作成

2 緊急時の備え(消防署への情報提供シート)

3 緊急時の対応のため「アクションカード」の作成

4 栃木市学校給食食物アレルギー対応調整会議

5 研修会の実施

6 学校生活管理指導表手数料の助成

7 食物アレルギー対応アドバイザー設置



1 食物アレルギー対応
マニュアル作成



学校給食における
食物アレルギー対応マニュアル

H25.8.10作成

・学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン(H20.3)

・学校におけるアレルギー疾患対応資料（H27.3）

・学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドラインと要約版

・学校給食における食物アレルギー対応指針



• 食物アレルギー対応のルール

• 正しい情報を共有するための様式
食物アレルギー診療に関する情報

児童生徒のアレルギー情報

食材の原材料などの情報 など

• 万が一事故が起きてしまったときの対策
シミュレーションの方法

事故のない食物アレルギー対応のために



2 緊急時の備え

①保護者との面談
↓

②「食物アレルギー対応委員会」で対応を決定
給食時、緊急時の対応方法、
エピペン®の扱いについて、
対象児童生徒の状況と給食施設内の諸条件を
勘案したうえで決定

↓

③学校全体で共通理解を図る



どのような症状が出たときに、
どのような対応をするのか
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3 アクションカード作成
何か、突発的

な事態が起っ
たとき

○現場に居合
わせた個人の
行動を促す

○的確な判断
を導く

○活動の事前
指示書

食物アレルギーの緊急時対応のための
アクションカードを作った
エピペン処方の児童生徒が在籍している
小中学校では全部作成している現場の問題点



調整会議を定期的に実施し、各機関と連携しながら食物アレルギー対応を進めている。

4 栃木市学校給食
食物アレルギー対応調整会議



5 研修会の実施

エピペン®を処方されている児童生徒が在籍し
ている学校を会場に研修会実施

獨協医科大学
吉原重美主任教授から
アレルギーについての講話

消防機関と協力して、
アクションカードを使って
緊急時のシミュレーション



6 生活管理指導表手数料の助成

栃木市医師会と連携して、学校生活管理指導
表の手数料を助成しています



7食物アレルギー対応アドバイザー設置

栃木市医師会推薦 櫻井賢司先生

専門医 獨協医科大学主任教授 吉原重美先生

各学校・調理場・保育所の食物アレルギー対応会議
相
談

市教育委員会 窓口1つ
(管理栄養士・栄養教諭指導主事)

相
談

食物アレルギー対応アドバイザー

困った

指
示

回
答

教育委員会
学校・保護者・

医師で話し合い

ここまでの対応は
しなくて大丈夫

原因食材
分からない

多品目
発症の日の献立と材料

学校生活の様子



食物アレルギー対応アドバイザー個別相談件数
単位：件



Ⅲ 栃木市の現状
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食物アレルギーを持つ児童生徒数
単位:%

平成25年5月1日 学校数:39校、児童生徒全員11,524人
平成26年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員12,614人
平成27年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員12,410 人
平成28年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員12,220 人
平成29年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員11,948 人
平成30年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員11,726人
令和元年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員11,470人

人数 542人 807人 722人 666人 589人 686人 614人

学校生活管理指導表の手数料助成



学校生活管理指導表の手数料助成件数 単位：件



学校給食対応している児童生徒数単位:%

調整会議設置・指針に基づき学校給食で提供しない食品や
二者択一や微量の確認・保護者説明会

人数 97人 129人 131人 92人 89人 101人 113人

平成25年5月1日 学校数:39校、児童生徒全員11,524人
平成26年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員12,614人
平成27年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員12,410 人
平成28年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員12,220 人
平成29年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員11,948 人
平成30年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員11,726人
令和元年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員11,470人



エピペン®を処方されている児童生徒数単位:%

人数 10人 22人 29人 32人 33人 35人 48人

平成25年5月1日 学校数:39校、児童生徒全員11,524人
平成26年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員12,614人
平成27年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員12,410 人
平成28年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員12,220 人
平成29年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員11,948 人
平成30年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員11,726人
令和元年5月1日 学校数:44校、児童生徒全員11,470人



エピペン®研修出席者数

平成27年5月1日 県費教職員数 879人
平成28年5月1日 県費教職員数 876人
平成29年5月1日 県費教職員数 881人
平成30年5月1日 県費教職員数 875人
令和元年5月1日 県費教職員数 875人

※県費教職員数を超えているのは、この他に臨時の教員や市費の教職員がいるため



考察

各機関からの参加者で構成した食物アレルギ
ー対応調整会議を開催して、各機関との連携
のもと食物アレルギー対応をすすめたことによ
り、本当に食物アレルギー対応の必要な児童
生徒に対しての代替食等の提供や、市内全小
中学校でアクションカードの作成と研修会の実
施をすることができ、緊急時にも備えることがで
きた。





9月5日 誤食事故発生
乳アレルギーの女児が救急搬送市ＨＰ掲載

原因 乳無のカレールウを発注したが、乳入りのルウが誤配送された

納入業者 (公益財団法人栃木県学校給食会)

①職員が棚から商品を取り間違える

②配送員が積み込み際に確認不足

③配送員が給食センターに積み下ろし際に確認不足

調理委託業者 (株式会社大高商事)

①食材を受け取る際に食品表示の確認を怠る

②計量時に食品表示の確認を怠る



エピペン®について①

【問題】アナフィラキシーと疑ったにもかかわら
ず、学校にエピペン®がなく、エピペンの処置が
的確に行うことができなかった。

【背景】エピペン®は2本処方されていて、入学
前の面談(処方なので必ず学校で預かるとマニ
ュアル化していなかった)で、1本は家に、1本は
ランドセルに入れて毎日持ってくることになって
いた。しかし当日エピペン®がランドセルに入っ
ていなかった。(前日が台風休校、前々日が始
業式)



エピペン®について②

【アレルギー発症後の対応】学校は、アクションカ
ードを使い、消防への通報・消防の対応はスム
ーズにできた。エピペン®についても、保護者へ
の連絡が早くできたので間に合った。

【事故後】エピペン®を学校で預かっていない場
合は、毎朝持ってきていることを確認するように
各学校へ徹底した。

【栃木市医師会でも】エピペン®は2本処方して、
1本は学校に預けるように指導してくださった。



事故 直後 (迅速さが信頼に)
【当日】 原因は商品の取り違えと分かる

①当該保護者へ現状を説明し謝罪。同時に事
故の概要を上司に報告・教育長・市長に報告

②次の日の給食の食材のチェック、明日からの
安全な学校給食提供の確認

③事故概要をまとめ

【次の日】

①事故の対策を教育長・市長と協議

②当該保護者対応

③次の日9/7に記者発表決定



事故後 市が行なったこと

• 調理業者への注意喚起と研修会開催

講師 NPO法人アレルギーを考える母の会

代表理事 園部まり子氏

• 当該保護者への相談

• 市内各調理場への注意喚起とアレルギー対
応食の食材の発注と納品の指示

• 調理委託業者の変更と、次の業者への指導

• 給食会への立ち入り検査



事故調査委員会 初回9/19から5回目11/19

• 事故の重大性

• 人命に係わる事故であった

• 誤食の過失があり、原因究明の必要があった

• 行政的に再発防止策考え、同じことを繰り返さ
ないようにしなければならなかった

第三者として

• 独協医科大学 吉原重美主任教授 も委員



事故結果分析 12/7報告書

１ 市保健給食課の監督意識

人員体制の維持ができず、調理に支障

2 国の指針から外れた献立作成

カレーの代替食としてカレーを提供

3 商品のピッキング及び配送時の確認不足

栃給運輸の誤った商品のピッキングと配送

4 チェックポイントのすり抜け

納品時の検収と計量時のチェックすり抜け

市の監督責任



事故再発防止取組方針12/18 記者発表12/26

1 安全な給食提供の組織作り

・調理委託業者と給食会への指導監督

・ヒヤリハットの活用等

2 安全安心な学校給食業務の委託契約

・調理委託のよりよい方法と研修の検討

・検収・計量を含む調理方法のシステム構築

・業務や書類の統一化等

3 学校内における安全性の確保

・緊急時の確認とエピペン®保管の統一化

報告書も方針もすべて市HPに掲載



Ⅲ アレルギーマニュアルの
主な変更点
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報
　
告

   学校薬剤師

（調理委託業者等）

　　　　　　　　　☎　２１－２４８０・２４８１

　　　　　　　　　📠　２１－２６９０ 連絡

報
　
告

指
　
導

4 学校給食における食物アレルギー発生時の緊急連絡図

連
　
絡

給　食　後給　食　時

各　学　校

○○中学校　☎　/　📠 ○○中学校　☎　/　📠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栃木市○○学校給食センター　　　　　：　☎０２８２-　　　　　　　　　　　　　📠０２８２-
        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○○学校給食共同調理場

○○小学校　☎　/　📠 ○○小学校　☎　/　📠

○○小学校　☎　/　📠 ○○小学校　☎　/　📠

連
　
絡

連
　
絡

保護者
連　絡

食物アレルギー発生の
状況把握　・原因究明

○○学校給食センター

調理従事者

  健康被害等の確認

 　　　・原因究明

      報　告 　指　示

栃木市教育委員会  保健給食課　学校給食係

下都賀教育事務所

☎　２３－３４２２

指
　
示

児童生徒、教職員からの
食物アレルギー発生報告

救
　
助

健康被害等の有無確認

立
ち
入
り
検
査
・
原
因
究
明

   学校医

連絡

給食物資納入業者

 健康被害等の確認

 　　　・原因究明

栃木市医師会

学校医代表

食物アレルギー対応アドバイザー

                             連　絡　先　（○○学校給食センター・共同調理場 及び 受配校）

消　防　署

連　絡

食物アレルギー発生の
状況把握と健康被害等
の確認

報
　
告

指
　
示

📠　０２８－６２３－３４３７

☎　０２８－６２３－３４１９

栃木県教育委員会事務局学校安全課（保健給食担当）

報
　
告

📠　２３－３５０２

報
　
告

指
　
示

給食主任・管理職

による状況把握

連
絡

連
絡

指
示

連絡連絡
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病院 

主治医 

学校 消防 

通報 

救急車 

（必要に応じてドクターヘリの要

請） 
搬送 

処置の対応 

［連絡］ 

アナフィラキシー発生 

学校 
栃木市消防署 

「支援情報システムに登録」 

保護者 

消防署への情報提供の同意 

・緊急連絡先（保護者の携帯等） 

・かかりつけの医師 

情報提供・対応依頼 



②-P19

（２）エピペン® の保管

エピペン®を処方された児童生徒には、学校
で1本保管することを原則とし、学校保管が難し
い場合は毎朝確認する等、緊急時にエピペン®

がないという状況を生じさせないようにする。



Ⅳ まとめ
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安全な給食提供ができる
管理栄養士・栄養士と共に
児童・生徒・保護者の不安→安心
に変えていけるようにしたい。

ご清聴
ありがとうございました。


